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Vol.３７ 広報室 

平成２１年６月２９日発行 

Monthly Report 

 

学生の活躍や、取組みをご存知で

したら広報室までお寄せくださ

い。Monthly Reportで紹介する
他、報道機関にも旬な話題を提供

していきたいと考えております。 

 

また、本誌へのご意見・ご質問等

がございましたら、広報室までご

一報ください。 

 

広報室 

 直通 0224-55-1802 
 内線 佐藤美保 256 
    土生佐多 200 
    伊東宏之 271 
  Email:kouhou@scn.ac.jp 
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学生２名が日本代表として、米国で開催される運動

能力テストに出場 

 ７月９日から１１日に、NSCA
（全米ストレングス＆コンディショ

ニング協会）のナショナルカンファ

レンスが米国ラスベガスで開催さ

れ、期間中に行われる運動能力テス

トに本学内での選考を勝ち抜いた細

川優樹、高山安奈（共に体育学科2
年）が日本代表として出場する事が

決定しました。 
  NSCAとはトレーナー資格
「CSCS資格」、「NSCA－CPT資
格」を有する団体です。運動能力テ

ストはNSCAのもつFly Solo（高校生
以下をトレーニングしているコーチ

を対象とした教育プログラム）が主

催して昨年から始まりました。今年

もアメリカ・カナダ・イギリス・ア

イルランドが出場を予定していま

す。昨年も学内選考を勝ち抜いた学

生2名が日本代表として出場し、男
子は2位、女子は4位という結果でした。今年出場する2名はそれぞれバレーボー
ル部、バスケットボール部に所属しており、運動能力が非常に高いため優勝の

期待も持てます。現在、大会に向けてNSCA資格を有する加賀新助手の元で週
に２、３度練習に取組んでいます。 
細川さんは半年前から持ち前の跳躍力を生かしたジャンプに自信を持ってお

り、他国の予選と比較するとトータルの記録が世界でトップ「選ばれたからに

は世界一をとる」と意気込んでいます。 
 高山さんは将来ＣＳＣＳの資格取得を目指しており、今回のカンファレンス

に出席すること自体、たいへん楽しみにしているそうです。 
 壮行会は７月１日に第３体育館１Ｆトレーニングセンターで行なわれます。 
 
昨年の様子（ＮＳＣＡホームページ） 

http://www.nsca-lift.org/Fly%20Solo%20Program/Int.ppt 

 

ＮＳＣＡホームページ 
http://www.nsca-lift.org/Fly%20Solo%20Program/intlchamp.shtml 
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伊東昭義クリエイティブ・フォト・アート教育巡回展」開催中 

国際貢献事業＜ＪＩＣＡを通しての物品提供活動＞ 

 ＪＩＣＡの主催する「世界の笑顔のために」へ

の物品提供は、今年で３年目を迎え、本学で送っ

たものが世界各国で利用されて喜ばれています。 
５月２２日まで行っていた物品提供には、バ

レーボールやサッカーボール、バドミントンの

シャトルなどが集まり、ダンボール６箱を今月初

旬にＪＩＣＡに送りました。荷物はＪＩＣＡから

発展途上国に振り分けられます。 
今回の事業では初めて、学外のバレーボール

チームからユニホームが寄せられました。 
この取組みは、河北新報・毎日新聞・朝日新聞

やDate fm(株式会社エフエム仙台)でも紹介され、
記事を読んだ中学校の先生から、教育実習に行っ

た学生を通じて「不要のバレーボールを提供した

い」との申し出があるなど、本学の国際貢献の取

組みとして認知され、また、スポーツに携わる

方々の関心の深さが伺えます。 
 

６月１１日(木)～８月３１日(金)の日程で「伊東
昭義クリエイティブ・フォト・アート教育巡回

展」を本学２５記念館１Ｆ特設会場において開催

しています。 
 伊東昭義氏は日本大学芸術学部 美術学科を卒業
後、美術家として多彩な彫刻・写真を発表されて

いる方で、世界最大級の美術館である米国『スミ

ソニアン』での個展を始め、国内での財団・公立

の美術館・ギャラリーでの個展ができる数少ない

作家の一人です。 
また、伊東氏は教育家としても活躍されてお

り、所長を務める幼児体育研究所には、学生の就

職先として毎年採用いただくなどお世話になって

おり、現在も６０名近くの卒業生が在籍していま

す。 
今月末からは一般開放も行います。是非一度ご

覧ください。 
  

伊東昭義氏の活動詳細については以下のホーム

ページをご覧下さい。 
http://ito-art.com/index.html 
 
企画名  伊東昭義クリエイティブ・フォト・

アート教育巡回展 
場 所  ２５記念館１Ｆ特設会場 
時 間  ７時半～２０時半 
主 催  仙台大学、伊東昭義クリエイティブ

アート展示実行委員会 
入場料  無 料 
 

国際交流提携校：シーナカリンウィロート大学ＨＰに本学掲載 

シーナカリンウィロート大学（タイ）のホームペー

ジに本学との提携について記載されており、平成２１

年１月７日の調印式で撮影した写真が掲載されていま

す。 
 
http://www.swu.ac.th/en/ 
高橋弘彦教授より情報提供 
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包丁支給・調理技術講習会 

 ５月２９日(金)に運動栄養学科１年生に個人の名
前が彫られた包丁を手渡す、「包丁支給」がD201
教室で実施されました。これは、運動栄養学科開

設当初から行なわれている伝統ある行事で、包丁

の取り扱いに責任感を持たせることに目的を置い

ています。 
宮城学科長から「管理を怠ると錆びてしまう包

丁を大事に扱うこと」と、「包丁を保管するロッ

カーへの施錠徹底」について指導があった後、学

生一人ひとりに手渡されました。包丁を受け取っ

た学生たちは早速に自分の名前が彫られているか

確認を行い、気を引き締めている様子でした。 
 ６月１２、１９日には『亀縞の郷 今昔庵（岩沼
市)』の斎藤 勝氏を講師に招いて「調理技術講習
会」を開催し、運動栄養学科Ｂクラスの学生が調

理に携わる者としての心構えや、包丁の研ぎ方・

切り方などを学びました。Ａクラスの調理技術講

習会は６月２６日と７月３日に予定されていま

す。 

平成２１年度仙台大学保護者会役員会 

 ６月１３日（土）に仙台ガーデンパレスにおい

て、平成２１年度仙台大学保護者会役員会が開催

され、鈴木和明会長はじめ保護者会役員１９名と、

本学関係教職員１９名が出席しました。鈴木会長

と朴澤学長の挨拶の後、平成２０年度の事業報告・

決算報告、平成２１年度の事業計画・予算並びに役

員選出についての報告・審議がなされ、前議案と

も原案どおりに承認されました。 

 その後、今回で退任する鈴木会長はじめ役員に

対して感謝の意を込め記念品が贈られました。 

 なお、新会長には糟谷昌彦氏が就任しました。 



Monthly Report  4 

 

学都仙台コンソーシアム学生広報サポートスタッフ活動開始  

   6月9日（火）仙台市市民活動サポートセンター
において、先月のMonthly Reportでご紹介しま
した「学都仙台コンソーシアム広報サポートス

タッフ」の初めての会議が開催されました。本学

からはスタッフとして選ばれた、スポーツ情報マ

スメデイア学科2年生、高橋悠（ゆう）さんと高橋
花奈（かな）さんが揃って出席し、フレンドリー

な雰囲気の中他大学のメンバーと交流を深めまし

たのでご紹介致します。 

スタッフは全員で11名、東北大学をはじめ６大
学及び宮城工業専門学校で構成され、学年・専攻

もバラエティに富んでいるそうです。簡単な自己

紹介の後、まず手始めとして、学都仙台コンソー

シアムHPにある「学生のページ」を充実させ、で
きれば7月中に各大学のオープンキャンパス情報を
掲載することなどを目標に会議が進められまし

た。ダブル高橋さんは「今、まさに授業で習って

いる、会議を効率良くいかに戦略的に進行する

か？ などが実践的に役立つことを実感でき、と

てもやりがいがあります。メンバーには学生であ

りながら起業している方もいて、ますます興味が

わきました。」と張り切っています。 
会議は来年2月までの任期中、基本的には毎週1
回のペースで開かれ、母校心溢れる学生達によ

り、さまざまなアイデアが活発に討論されそうで

す。 
 

 

全国体育系大学学長・学部長会が開催  ～体育系大学のさらなる連携と模索～ 

 ５月２８日（木）九

州共立大学を幹事校と

した「H２１年度全国
体育系大学学長・学部

長会」が、ホテル日航

福岡で開催されまし

た。会議の中で朴澤学

長が、文部科学省戦略

的大学間連携事業補助への申請の可能性に関する

アンケート結果、および健康運動指導士養成校の

合格率状況についてご報告なさり、その後、橋本

学科長による、体育系大学として初めて採択され

た本学の現代GPの取り組みに関し、ご講演があり
ました。 
「全国体育系大学学長・学部長会」は、現在本

学を含む２３大学が加盟し、1年に1度、持ち回り
で総会を開いています。約50名の出席者を前に朴
澤学長は「大学間連携については、加盟大学全体

としての取組みではなく、複数の大学間の個別の

連携に前向きな意向を持つ大学が存在しており、

今後に向けて更なる検討が期待されること。健康

運動指導士養成に関しては、財団講習会受講者の

合格率より下回っている状況があり、改善を要請

されている。」と報告なさいました。 

続いて橋本学科長より、現代GP申請のポイント
と現在までの進捗状況について、DVDを用い講演
がなされました。参加者からは、学生に部活動と

両立させる工夫など、体育系大学ならではの共通

した悩みが質問され、活発な意見交換の場となり

ました。 
懇親会の席では鹿屋体育大学の福永学長が「脳

を鍛えるには運動しかない」という本を紹介しつ

つ、「運動によるさまざまな効果が科学的に証明

され、学習効果の向上、アンチエイジング、生活

習慣病予防など、体育系大学がこれほど必要とさ

れている時代はなく、大学間で協力しアピールし

よう」とご挨拶なさいました。 
健康づくりに関心が高い今こそ、健康教育や運

動の重要性をさらに体育系大学から発信すべき時

がきているという視点で、仙台大学が担う大きな

使命はまさしくこのことにあると言えるでしょ

う。（記事提供：橋本学科長） 
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新体操指導者マカロワさんに近況を聞きました 
日本に来て半年が経ちましたが、異

国での生活には慣れましたか？ 
 仙台大学に来たばかりの頃に比べ

るとだいぶ慣れ、特に不自由に感じ

ていることはありません。仙台市に

も電車に乗って一人で出かけるし、

近所のスーパーに行っても、どこに

何が陳列しているか把握しているし、日本食も美

味しいので問題ないです。ただ、納豆だけは駄目

です。 
 
日本語は覚えましたか？ 
４月から仙台にある日本語学校に週２度通って

勉強しています。使う機会がないので、教えても

らった言葉もなかなか身に付かず、挨拶と新体操

に関する言葉以外はまだまだです。興味がある新

体操の言葉は使う機会も多いので覚えるのも早

く、新体操に関する言葉はある程度覚えました。

子供達も私に慣れ、コミュニケーションが取れる

ようになったので現在はほとんど通訳なしで指導

しています。子供たちに学校で起こった出来事な

ど、新体操以外の話をされると意味不明ですが。 

全国大会に帯同して東京に行かれたと聞きました

が、日本の学生のレベルはどうでしたか？ 
 
 審判の目線で得点をつけながら観ていました

が、世界と比較してもたいへんレベルの高いもの

と感じました。特に優勝・準優勝に輝いたチーム

は素晴らしく、難易度の高い技、スピード、安定

感に優れていました。１点だけ日本がもったいな

いことをしていると感じたことは、日本の団体優

勝チームがそのまま世界大会に出場すること。ベ

ラルーシでは優勝チームだけでなく、他のチーム

からも優秀な選手を集めて新チームを構成して世

界大会に出場しています。必然とレベルはベラ

ルーシ式の方が高くなります。 
 
東京に行って、住みたいと思いましたか？ 
 
 東京は何でも揃う魅力的な街ですが、狭い範囲

に人口が密集していて息苦しいので、住むのは柴

田町がちょうど良いです。 

 

 

  五輪招致プレゼンＶＴＲにスポーツ情報マスメディア研究所の 

岩瀬裕子専任研究員が出演 
 今月１７、１８日にスイスのローザンヌで２０１６年の夏季五輪招致を目指す東京な

ど立候補４都市による、オリンピック・パラリンピック招致プレゼンテーションが行わ

れました。 
この席で、東京が使用したＣＩＴＹ編ビデオにスポーツ情報マスメディア研究所の岩

瀬専任研究員が土田和歌子氏(陸上競技パラリンピアン)、滝川クリステル氏（フジテレ

ビアナウンサー）、森理世氏(２００７ミスユニバース)と出演しています。 
この映像の一部は６月２２日の日本テレビＮＥＷＳ ＺＥＲＯでも紹介され、今後もメ

ディアでの露出が予想されます。 
東京オリンピック・パラリンピック招致委員会のホームページでも観ることができま

すのでご覧下さい。 
なお、この映像はマスコミにも配られ、配布資料の中には、仙台大学スポーツ情報マ

スメディア研究所の名も記されています。 
http://www.tokyo2016.or.jp/jp/movies/ 

 第二図書館を是非ご利用下さい 
  元ＧＴセンター施設が今年度から第二図書館となり、歴代の学長
やキーナート副学長（特命事項担当）から寄贈いただいた専門書、本

学と協定関係にある海外の大学などから頂戴した貴重な品々が配架さ

れてあります。どれも貴重な品々ですが、平日の数時間（下記に記

載）開館しておりますので是非足をお運びください。なお、付属図書

館事務室にお声がけ頂ければ就業時間内はいつでも開館します。 
月曜日 10:00～12:30 、13:30～15:00 
火曜日 10:00～11:30 
水曜日 13:00～15:00 
木曜日 10:00～11:30 
金曜日 10:00～12:30 
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  ６月１５日(月)、本学サッカー・ラグビー場

で開校しているベガルタ仙台ジュニアサッカー

スクール仙南校（以下：仙南校）の特別コーチ

として、元日本代表の岩本 輝雄氏が来訪しまし

た。 

この教室はベガルタ仙台と本学が提携して平

成１５年４月にスタートし、幼稚園年長から小

学校６年生までを対象にして毎週月曜日に開校

しており、普段はベガルタ仙台から専属コーチ

１名と、本学サッカー部コーチの草野新助手

（元Ｊリーガー）が指導しており、サッカー部

の学生も補助をしています。 

キックの指導では、現役時代を彷彿とさせる

迫力ある岩本氏のフリーキックに、子供たちの

歓声が沸き起こっていました。岩本氏とのミニ

ゲームもあり、自分のパスをシュートしてもら

おうと、我先にと岩本氏にパスする子供達の姿

がありました。憧れの選手を前にして子供たち

にとっては夢のような時間となったようです。 

ベガルタ仙台ジュニアサッカースクール仙南校に 元日本代表の岩本 
輝雄さんが来訪 

元サッカー日本代表の渡辺由一さん 

 ５月２３日(土)に、
本学第７回生(昭和５

１年度卒)で、元サッ

カー日本代表の渡辺

由一
よしいち

氏が来学し、当

時の貴重な日本代表

のユニフォームを大

学に寄贈下さいまし

た。 
渡辺さんは本学入学

後フォワードから

ミッドフィルダーに

転身、チームの中心

選手として活躍され、大学２、３年次の‘７６年と
‘７７年には２年連続でインカレ出場を果たし、

本学サッカー部を東北地区大学サッカー界でトッ

プチームへと導く礎を築かれました。４年次には

全日本大学選抜にも選出されウルグアイでの世界

大会にも出場されております。 
卒業後当時の日本リーグの名門東洋工業サッ

カー部(現サンフレチェ広島の前身)に進み、１９

７９年に全日本に召集されています。その後１年

半にわたり日本代表として活躍。ソウルでの日韓

定期戦をはじめ国際Ａマッチ出場６試合(１得点)

の他、ジャパンカップ(現キリンカップ)出場な

ど、計１２試合で日本代表として出場されまし

た。 
今年３月にはサッカー部の１期生から１０期生

までのメンバーで構成するＯＢ会を発足させ交流

を深めているそうです。そのＯＢ会でチームを結

成し、夏には本学女子サッカー部との練習試合を

行う計画です。また来年には在仙のリーグ戦に参

戦する方向で各方面と調整中とのことでした。 

 

 

 

 

 

 

1992年 JFL1部のフジタSC（＝ベルマーレ平塚＝現ベルマーレ湘南）に入団 

1994年 J リーグに昇格 

1994年 天皇杯優勝 

1994年  日本代表に選出 

2001年 ベガルタ仙台に移籍 

2004年 名古屋グランパスエイトに移籍するも怪我の影響で同年退団 

2006年 オークランドシティFC（ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ）と契約・同年現役引退 

岩本 輝雄氏 
  （愛称：テル） 
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奥埜博亮さん（体育学科２年）が（財）日本サッカー協会・Ｊリーグ特別

指定選手に 

 奥埜博亮
おくのひろあき

さん（体育学科2年）
が 大学などに所属したままＪ

リーグの試合に出場できる「ＪＦ

Ａ・Jリーグ特別指定選手」の指定
を受け、Ｊ２ベガルタ仙台に加入

しました。 
奥埜さんは明成高校・ベガルタ仙

台ユース出身。中学から日本選抜

チームでプレーし、２００２年の

Ｕ-１３日本選抜、２００５年の
Ｕ-１６日本代表などに出場してい
ます。大学入学後もその活躍は目

覚しく、昨年の東北地区大学サッ

カーリーグでは１年生ながら得点王に輝き、今年

３月開催のデンソーカップ(地域選抜大会)では北

海道･東北選抜チームとして出場し、大会優秀選手

に選ばれています。 
 ユースまでお世話になったベガルタ仙台での活

躍が期待されます。 
 
ベガルタ仙台ホームページ 
http://www.vegalta.co.jp/contents/news/
press_release/2009/05/jfaj-1.html 

斉藤大輔さん（体育学科４年）が三段跳びで全国大会初優勝 

 ６月１２―１４日に神奈川県平塚市で開催された

「2009日本学生陸上競技個人選手権大会」におい
て、男子三段跳びの斉藤大輔さん（体育学科4年）が
１５m９３で初優勝しました。斉藤は岩手県立黒沢
尻工業高校出身。高校では１４m５６で東北大会２
位となりインターハイと国体の出場経験を持ちま

す。しかし、大学では全国大会出場すら叶わず、最

終学年でようやく全国の場を踏みました。「全国大

会に出場できただけで嬉しかった」と話す斉藤は、

この大舞台で自己記録を７６cmも更新し、全国大会
初出場・初優勝の偉業を成し遂げました。９月の全

日本インカレに向けて遅咲きの新星が誕生しまし

た。 
 女子ハンマー投げでは佐藤若菜さん(体育学科4年)
が５３m３４で第２位となりました。 

６月１６日(火)には朴澤学長に大会結果報告。 
翌週にはA棟に垂れ幕が掲げられました。 
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ＮＨＫがバンクーバー五輪を目指す小室 希さんを紹介 
 スケルトンでバンクーバーオリンピック出場を目指している小室 希さ
ん(院２年)にＮＨＫの取材が入り、６月１９日のＮＨＫ仙台放送夕方の
ニュース番組「てれまさむね」で紹介されました。 

 現在、取組んでいるトレーニングが紹介され、予測・判断といったス

ポーツと関連した認知機能を高めるために東北大学の川島隆太教授が開

発した「ワーキングメモリトレーニング」や、コース取りに必要な空中

認識力(自分が今どこを滑っているかを把握する力)を高めるために、小
西准教授・鈴木新助手・濱田新助手の指導の下で実施しているトランポ

リントレーニングが紹介されました。 
 ＮＨＫによる小室さんの取材は昨年から継続的に入っており、宮城県

内の放映に留まらず、６月２９日にはＮＨＫ総合(全国版)での放送も予
定されています。 

  ※ 番組名 ：「ニュースウォッチ９」21：00 ～ 22：00 
         「ニュース＆スポーツ」23：30 ～  0：10  

漕艇部の西村光生さん(体育学科２年)がＵ２３日本代表選手に 
～本学からは７年連続の代表輩出～ 

 漕艇部の西村光生（体育学科2

年）がＵ２３日本代表に選考さ

れ、７月にチェコで開催される

Ｕ２３世界選手権へ舵手なし

フォアのメンバーとして出場し

ます。 

  西村選手は愛媛県宇和島水産

高校出身。昨年、一昨年には世

界ジュニア選手権大会に日本代

表を経験。今大会で３度目の国際大会出場となり

ます。 

 本学漕艇部からの日本代表選手輩出は平成１５

年以来７年連続になります。 

ボート全日本軽量級選手権大会／２種目で第２位 
 ５月２３、２４日に埼玉県戸田市で開催された

ボートの全日本軽量級選手権大会において、男子

舵手なしフォアと女子舵手つきクォドルプルの２

種目で第２位となりました。 
 男女とも優勝こそ逃しましたが、高いレベルの

レースで素晴らしいパフォーマンスを示してくれ

ました。８月に開催されるインカレでの活躍が期

待されます。 
 今大会には本学卒業生も多数出場。特に男子エ

イトでは今年卒業した渡邉勝裕選手、三浦友之選

手（共にNTT東日本東京）が優勝。野崎鷹昭選手
（トヨタ紡織）が準優勝を勝ち取りました。 

鈴木保之香さんが仙台８９ＥＲＳチアーズオーディションに合格 
 鈴木保之香さん（体育学科

１年）が男子プロバスケット

ボールチーム「仙台８９ＥＲ

Ｓ」を応援するチアリーディ

ングチーム「８９ＥＲＳチ

アーズ」のトップメンバーに

合格しました。 
フロアで踊る事が好きと話す

鈴木さんは、バトントワリングの指導者である母

親の影響でバトントワリングを始め、小学生時代

には全日本バトントワリング選手権全国大会出

場、中学生時代は東北大会個人４位など輝かしい

成績もおさめています。 
２つ下の妹が「８９ＥＲＳチアーズ」のレッス

ン生であった事から、チアリーダーに興味を持つ

ようになったそうです。ブースター（観客）との

距離が近く、観客と一体となって応援する「８９

ＥＲＳチアーズ」の魅力に感激して今回のオー

ディション応募に至ったそうです。 
「８９ＥＲＳチアーズ」では試合ごとに出演す

るメンバーを選出するということで、「やるから

には全試合で踊れるように全力で頑張りたい」と

力強く話してくれました。 
今後は、１０月の開幕に向けて週２日のダンス

レッスンと、仙台七夕まつりなどの催しや幼稚園

に訪問しての広報活動を行なうそうです。なお、

今年は初めてｂｊリーグのオールスターゲームが

宮城県内で開催され、注目度が高まる事が予想さ

れており、鈴木さんの笑顔でのパフォーマンスが

楽しみです。 
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硬式野球部員６名が仙台六大学野球連盟選抜メンバーとして 

ハワイ国際野球選手権に出場 

 国際親善を目的

として太平洋地域

大学野球協会が主

催する「ハワイ国

際野球選手権大

会」が８月６日～

９日の日程でハワ

イ州立大学マノア

校を会場に開催さ

れます。今年の大会には本学硬式野球部が所属す

る仙台六大学野球連盟に対して出場要請があり、

選手２１名の派遣が決定しました。本学からも６

名がメンバーに選出され、森本監督もコーチとし

てチームを牽引します。 
なお、同大学で同時期に実施されるアスレティッ

クトレーニング スクーリング アドバンスドコー

スへの参加を兼ね、本学からトレーナーとして度

会稔助教が、学生トレーナーとして体育学科３年

の佐竹彬（あきら）さん・村上拓矢さんがそれぞ

れチームに帯同する事になりました。 

慣れない海外の地における、国際試合でのトレー

ナーの存在は一段と大きく仙台六大学野球連盟か

らもメンバーの参加が喜ばれています。 

ハワイでの選手達の活躍のみならず、プレーヤー

の信頼を受け彼らを心身共にサポートするトレー

ナーの頑張りを心から応援しましょう。 
 
出場選手 
大森 淳希 （体育学科4年・投 手） 
安田 尚造 （体育学科4年・内野手） 
田上 紳二郎（体育学科4年・外野手） 
矢島 健吾 （体育学科3年・内野手） 
高島 光鉱 （体育学科2年・外野手） 
佐藤 良  （体育学科2年・外野手） 

 
仙台六大学野球連盟ホームページ 
http://www.sen6.jp/ 
 
仙台大学硬式野球部ホームページ 
http://homepage2.nifty.com/scpe_bbc/ 

 

レクリエーション部の学外での活動紹介 

   

 昨年に引き続き「船迫生涯学習センター」から

の依頼を受け、レクリエーション部が６月～３月

までの毎週金曜日に同センターが主催する「こど

もの広場」に派遣されています。 
 この教室では、児童クラブに登録していない船

迫小学区の小学生２０人を対象に、安全で楽しい

子どもたちの活動場所を設け、主に集団遊びを指

導・支援します。 

同センターとレクリエーション部が隔週で進行

役と補助役を交代しながら進められ、毎回学生３

名程が参加しています。レク部主将の武者庄一

（体育学科4年）さんは「自分達で考えた新しいレ
クリエーションを試みたりして楽しく活動してい

ます。子供たちと触れ合うことが楽しいです」と

話しています。 

６月１２日の教室は、「落下傘を自分達で作っ

て遊ぶ」をテーマに開催されました。こども達の

学生たちに我先にと近寄って教えを請う姿、そし

て仲良く交流する姿がみられました。学生たちも

打ち解けているようで、基本は楽しく、叱るべき

ところをわきまえつつ、子供達ときちんと向き合

う姿が印象的でした。 

主催している同センターの石上幸弘さんは本学

ＯＢ（１２回生)で、「学生生活で子供たちと触れ
合える機会は少ないので、「こども広場」を後輩

である学生たちの学習の場にしてもらえればと思

い、昨年から依頼し指導・支援にきてもらってい

ます。子供たちも学生に馴染んでいます」と話さ

れていました。 
 レクリエーション部は年間で約１８０件の依頼

に応えており、５月２６―２９日に大郷町が主催

した蔵王自然の家での宿泊体験活動「まちはひと

つの学校だ」事業にも学生７名が補助として参加

するなど活躍の場を広げ、大郷町教育委員会から

も感謝の手紙が届いています。 
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仙台大学オリジナルグッズ販売中 

 今年度の入学式でも販売した、仙台大学オリジナルグッズ「新商品」を紹介します。 

新商品 ： エコバック、バックパック、保温タンブラー、キャップ（５色）、ポロシャツ、名刺・

定期入れ、マフラータオル、ブックマーカー、スパッツ 

既存のグッズも含め、学生支援センターおよび学内売店（駐輪場1F、タカトモスポーツ）で販売中で
すので是非、お買い求め頂きご活用下さい。 
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「リスペクト！おかげさまプロジェクト」推進中！   

 普段、あまり気にも留めていないところで私たちのスポーツは多くの仲間に支えられています。本

学では、社団法人宮城県サッカー協会、株式会社ベガルタ仙台、ベガルタ仙台ホームタウン協議会と

ともに、「リスペクト！おかげさまプロジェクト」を推進中。まず、スポーツに関わる私たちファミ

リーに感謝を込めて「ファミリーあいさつ運動」を行います。私たちが自由にスポーツを楽しめるこ

とに感謝して、その「おかげさま」の輪を広げていきたい。そんなスポーツ文化を未来に残しません

か？「おはよう」「お疲れさま」「ありがとう」「また明日」学内でも、元気いっぱい笑顔あふれる

“あいさつの輪”を広げていきましょう！プロジェクト参加希望の教職員・学生の皆さんはスポーツ

情報マスメディア研究所 阿部(篤)・岩瀬まで。 

＜スポーツ情報マスメディア研究所より＞ 


